
 

 

 

 

 下図のとおり、平成３０年度釧路市１歳６ヶ月児及び３歳児歯科健康診査の結果に

よると、家庭内に喫煙者がいる１歳６ヶ月児及び３歳児は、家庭内に喫煙者がいない

１歳６ヶ月児及び３歳児に比べて、むし歯が多い結果でした。 

この結果、先行研究と同様の結果でした。Nakayamaらの研究によると、受動喫煙に

さらされている 18～23ヶ月児は、受動喫煙にさらされていない 18～23ヶ月児に比べ

て、約 3.2倍むし歯になりやすいことを報告しています。また、特に母親が喫煙者の

場合、子どものむし歯のリスクが高いという研究結果もあります。 

喫煙されている方は、禁煙を試みてみませんか！！ 
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